

























































( r =0. 806、P<0.05)
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在胎週数 2wOd 24wOd 26wOd 28wOd 30wOd 
出 生体重~ ~ ~ ~ ~ 計
(g) 23w6d 25w6d 27w6d 29w6d 31w6d 
400-600 15 7 
601-800 1 3 3 3 10 
801-1000 9 1 
1001-1200 3 4 2 9 
1201-1400 3 
1401-1600 2 2 
1601-1800 2 2 
1801-2000 2 2 
2000-













MRSA 脳室内出血 CL目 人工呼吸器 経口確立まで
蓄積回融 に聾した田敏
MRSA r-~ 093 r=~ 117 r=~ 37 r~~ 040 
p=n. s p=n. s p(~ 05 p=n. S 
尉室内 r-~ 閲3 r=血020 r =-~ 061 r=~ 35 
出血 p=n. S p=n. s p=n. s p(0.05 
CLD r=O.l17 r=0.020 r=且459 r=血44
p=n. S p=n. s p(~ 01 p(.Ol 
人工呼 r=~ 37 r-~ 061 r =~ 459 r=~ 491 





症例 彊 MRSA CLD 
数 吸器 出血
(g) 
26w3d 446 O O × O 
2 26w4d 684 O O × O 
3 27w2d 665 O O × O 
表3・経口確立しなかった 3例と関連因子との
関係
VI.考察
今回の結果から経口授乳確立までに要した
日数と、脳室内出血の聞に正の相関関係があり、
経口授乳確立までに日数を要する傾向にある。
水野が晴乳障害は神経疾患を伴う児ではよ
くみられる症状であると述べていることから
も、経口授乳の確立を早めるためにも脳室内出
血の予防が重要であると考える。
CLDと経口授乳確立との聞に正の相関が認
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められ、 CLDに羅患すると経口授乳確立までに と再確認した。
日数を要する傾向にある。
水野が慢性肺疾患を合併した早産児は晴乳
障害を併発していることも多く、慢性肺疾患に
伴う呼吸障害は鴨下と呼吸の調和だけでなく、
吸畷行動そのものにも影響を及ぼす可能性も
あると述べていることからも、 CLDに擢患する
ことで経口授乳に影響を及ぼしていたと考え
る。
MRSA感染と呼吸器装着日数との聞に正の相
関があり、 MRSAに感染すると呼吸器装着日数
が長くなる傾向にある。
内田は MRSA感染は呼吸器疾患の発生因子で
あると述べている。
呼吸器装着日数と CLDとの聞に正の相闘が
認められ、 CLDに擢患することで呼吸器装着日
数が長くなる傾向にある。これらのことから、
結果には出なかったがMRSA感染と CLDの聞に
も関連性があると考えられる。
経口確立しなかった事例 3例あった。これら
は呼吸器を長期装着し CLDに躍患、 MRSA感染
も併発していた。
MRSA感染と CLDの聞にも関連があると考え
られることから、 MRSAに感染することではD
の増悪につながり、経口授乳確立に影響を及ぼ
していたと考えられる。
早産児の経口授乳と MRSA感染が関連した文
献はなかったが、今回の調査では MRSA感染と
経口授乳に影響を及ぼすと示唆された。
そのため、今後、更なる MRSA感染予防を徹底
していく必要があると考える。
VI.結論
今回、早産児の出生から経口授乳確立までの
背景を調べることで、 MRSA感染、脳室内出血、
CLDは経口授乳を妨げる要因となる事が示唆
された。
現在行っている MRSA感染対策や脳室内出血
の予防へと繋がる、出来るだけ手を加えない最
小操作(ミニマ)~ハンドリング)を徹底する必要がある
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